
審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
を
受
け
た

当
事
者
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り

指
名
さ
れ
た

第
十
六
条
の
二

第
二
項

審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
を
受
け
た

当
事
者
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り

指
名
さ
れ
た

審
査
請
求
人
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
り
通
知

を
受
け
た

当
事
者
又
は
同
条
の
規
定
に
よ
り
指
名
さ

れ
た

第
十
六
条
の
二

第
三
項

特
定
審
査
請
求
手
続

特
定
再
審
査
請
求
手
続

審
査
請
求
人
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
を
受
け
た

再
審
査
請
求
人
及
び
第
三
十
六
条
の
規
定

に
よ
り
指
名
さ
れ
た

第
十
六
条
の
三

の
見
出
し

審
査
請
求
人
等

再
審
査
請
求
人
等

第
十
六
条
の
三

第
一
項

審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
通
知
を
受
け
た

当
事
者
又
は
第
三
十
六
条
の
規
定
に
よ
り

指
名
さ
れ
た

第
十
四
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又

は
第
十
五
条
第
一
項

第
四
十
六
条
第
一
項
又
は
第
五
十
条
に
お

い
て
準
用
す
る
第
十
四
条
の
三
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項

第
十
六
条
の
三

第
四
項

審
査
請
求
人
又
は
第
十
三
条
第
一
項

再
審
査
請
求
人
又
は
第
四
十
条

第
十
七
条

審
査
請
求
人

当
事
者

第
二
十
条
第
一

項
か
ら
第
三
項

ま
で

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

第
二
十
条
第
四

項
及
び
第
二
十

一
条

第
十
三
条
第
一
項

第
四
十
条

第
二
十
二
条

審
査
請
求
人

再
審
査
請
求
人

第
百
三
十
八
条
の
表
中 「

第
百
一
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
及
び

第
五
項
並
び
に
第
百

一
条
の
二

加
入
員
及
び
会
員
の
資
格
に
関
す
る
処

分
、
年
金
若
し
く
は
一
時
金
に
関
す
る

処
分
、
掛
金
に
関
す
る
処
分
又
は
第
百

三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
七
条
の
二
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
並

び
に
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
処
分
に

不
服
が
あ
る
者

前
条
第
一
項

こ
の
条
に
お
い
て
準

用
す
る
第
百
一
条
第

一
項

」 を 「
第
百
一
条
第
一
項
か

ら
第
三
項
ま
で
及
び

第
五
項

加
入
員
及
び
会
員
の
資
格
に
関
す
る
処

分
、
年
金
若
し
く
は
一
時
金
に
関
す
る

処
分
、
掛
金
に
関
す
る
処
分
又
は
第
百

三
十
三
条
及
び
第
百
三
十
七
条
の
二
十

一
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
十
三
条
並

び
に
第
百
三
十
七
条
の
十
九
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
徴
収
金
に
関
す
る
処
分
に

不
服
が
あ
る
者

第
百
一
条
の
二

加
入
員
及
び
会
員
の
資
格
に
関
す
る
処

分
又
は
年
金
若
し
く
は
一
時
金
に
関
す

る
処
分
に
不
服
が
あ
る
者

前
条
第
一
項
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第
三
章
中
第
五
十
二
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
一
条
の
二

第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

（
引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
条

引
揚
者
給
付
金
等
支
給
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

審
査
請
求

第
十
五
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
期
間
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
異
議
申
立
て
」
を「
審
査
請
求
」に
、「
行

政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
四
十
五
条
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法

律
第
六
十
八
号
）
第
十
八
条
第
一
項
本
文
」
に
改
め
、「
以
内
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

行
政
不
服
審
査
法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
十
六
条
中
「
不
服
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

（
美
容
師
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
一
条

美
容
師
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
）」に
改
め
、
同
条
中「（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。）」
を
削

り
、「
若
し
く
は
」
の
下
に
「
そ
の
」
を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」

を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
又
は
指
定
登
録
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
水
道
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
二
条

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
二
条
第
七
項
中
「
異
議
申
立
て
」
を
「
審
査
請
求
」
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条
の
三
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
）」に
改
め
、
同
条
中「（
試
験
の
結
果
に
つ
い
て
の
処
分
を
除
く
。）」

を
削
り
、「
又
は
」
の
下
に
「
そ
の
」
を
加
え
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
に
よ
る
」

を
削
り
、
同
条
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十

五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に
第
四
十
九
条
第
三
項
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。

（
国
民
健
康
保
険
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
三
条

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
十
九
条
中
「
六
十
日
」
を
「
三
月
」
に
改
め
る
。

第
百
条
中
「
を
受
理
し
た
と
き
は
」
を
「
が
さ
れ
た
と
き
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十

八
号
）
第
二
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
当
該
審
査
請
求
を
却
下
す
る
場
合
を
除
き
」
に
改
め
る
。

第
百
二
条
中
「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）」を
「
行
政
不
服
審
査
法
」
に
改
め
る
。

（
国
民
年
金
法
の
一
部
改
正
）

第
百
四
十
四
条

国
民
年
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
一
条
第
二
項
中
「
六
十
日
」
を
「
二
月
」
に
、「
み
な
し
て
、
社
会
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
す

る
」
を
「
み
な
す
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
の
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
同
項
又
は
第
二
項
の
」

を
削
り
、「
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
）
第
二
章
第
一
節
、
第
二
節
（
第
十
八
条
及
び
第

十
九
条
を
除
く
。）及
び
第
五
節
の
規
定
を
」
を
「
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
章

（
第
二
十
二
条
を
除
く
。）及
び
第
四
章
の
規
定
は
、」に
改
め
る
。

第
百
一
条
の
二
の
見
出
し
を「（
審
査
請
求
と
訴
訟
と
の
関
係
）」に
改
め
、
同
条
中「
規
定
す
る
処
分
」の
下
に「（
被

保
険
者
の
資
格
に
関
す
る
処
分
又
は
給
付
に
関
す
る
処
分
（
共
済
組
合
等
が
行
つ
た
障
害
基
礎
年
金
に
係
る
障
害
の

程
度
の
診
査
に
関
す
る
処
分
を
除
く
。）に
限
る
。）」
を
加
え
、「
再
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
会
の
裁
決
」

を
「
審
査
請
求
に
対
す
る
社
会
保
険
審
査
官
の
決
定
」
に
改
め
る
。
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